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 新緑が目に鮮やかな季節となりました。新しい学年が始まってちょうど３週間。子ども

たちは新しい環境に少しずつ慣れてきたようですが、不安と緊張の中で、疲れの出てくる

時期でもあります。連休には楽しい予定もあるでしょうが、ゆっくりと心と体を休ませて

あげてください。 

 ２５日（水）朝会で「１年生を迎える会」を行いました。２・３・４・６年生の待つ体

育館に５年生が１年生の手を引いて入場します。かわいい１年生の姿に、自ずと高学年と

して背筋も伸びます。そして２６日（木）には、２年生が１年生を連れて学校探検をしま

した。１年生をいろいろな教室に案内・説明をして、２年生も上級生として自信に満ちた

表情でした。 

 異学年と活動することで、子どもたちの心の中には自然と優しさや責任感、安心感やあ

こがれが芽生えます。低学年も安心して過ごせるには・・と考えたり、自分もいつかあん

なことができる高学年になりたいと努力をしたり、一緒に過ごすことに 

は大人が思う以上の意味があるのです。放課後の遊びも学年を超えて 

遊べるようになるといいですね。 

 学校生活の中で意図的・計画的に異学年交流をすすめ、いろんな 

他者と出会い、コミュニケーションできる力を育てたいです。 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  

◎下記の職員が配置されました。よろしくお願いいたします。 

   佐藤恵子（４年生・５年生・６年生の図工を教えます。） 

   森田眞澄（３年生の図工を教えます。） 

   谷口和美（２年生・３年生・４年生・５年生のクラスに入ります。） 

   山内喜一郎（１年生・４年生・５年生のクラスに入ります。） 

 ◎教育委員会よりスクールサポーター（大学生）が派遣されています。 

    鳥越里緒（火・木曜日）    田中静香（月・金曜日）  山崎充輝（水曜日） 

  教師よりも子どもに近い存在として関わり、子どもたちの心に寄り添うことを大切に

活動してもらいます。教室に入ったり、一緒に給食を食べたり遊んだりします。 
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新年度が始まって１か月。お子様の様子はいかがでしょうか？    本校では 

教育相談窓口 （西丘小学校 電話 06-6872-0361） を設け、  

お子様のことで気になることがあれば、なんでもご相談いただくようにお願いしてい

ます。「最近元気がないんだけど」「ちゃんと勉強できているのかしら」「いじめられ

ているのでは」など、どんなことでもかまいません。担任はもちろん、校長、教頭、

養護教諭をはじめ西丘小の職員なら誰にでもご相談ください。 

豊中市教育センターから、月２回の火曜日（午後２時から４時３０分）に派遣される

教育相談員（臨床心理士）や、第９中学校のスクールカウンセラーに相談いただくこ

ともできます。お子様のことで気になること、相談したいことがある場合は遠慮なく

お電話ください。早めの対応が肝心です。よろしくお願いいたします。 

 

５月の教育相談日は ５月１５日（火）午後２時～４時３０分です。 

 

※保護者の方との意思疎通は何より大切です。個人懇談・家庭訪問は随時行いますの

で、ご希望の時はいつでも担任までお知らせください。 

１年生の給食が始まりました。 

 4/23（月）から１年生の給食が始まりました。４月 

中は各クラスに１人ずつ、委員会から給食補助員に来て 

もらっていましたが、一日毎に準備も上手になってきま 

した。初日は牛乳瓶のフイルムのたたみ方を練習しまし 

た。ごみを小さくまとめることも大切なお勉強です。 

「おいしい！」とモリモリ食べ、食缶が空になる日も多 

いです。みんなで楽しい給食の時間にしたいものです。 


